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人口減少による料金収入の減少や物価高騰、施設の老朽化に伴う維持管理費用の増大などの厳しい経営環境に
対応するため、現状分析と将来予測を行い、今後の料金改定も見据えた「経営戦略」の改定を行いました。

［下水道事業］
1　経営の基本理念
　下水道事業経営戦略では、「町民への安全・安心な下水
道サービスを将来にわたって、安定的・効率的に提供する」
を基本理念とし、【安全】【環境】【持続】の３つの基本方
針を掲げ、それぞれの観点から事業目標を設定しています。

2　経営指標による評価・分析

経費回収率の低迷
令和 6年度の経費回収率は 44.65％で類似団体を下回っています。
高い汚水処理コスト
1 ㎥あたりの汚水処理費用が 344.34 円となり、類似団体を大幅に上回っている状況です。
今後の見通し
人口減少による使用料の減少に加え、施設の維持管理費の増加や、老朽化に伴う今後の更新・改修費用
のさらなる増加が見込まれます。

3　将来の事業環境と財政分析
人口減少と収入減　令和 8年度から令和 17年度にかけて、給水人口が 8,920 人から 7,383 人へ減少するこ
とが予測され、使用料収入が 1.7 億円から 1.4 億円へ低下する見込みです。
維持管理費の増大と赤字拡大　物価・人件費の高騰に伴い老朽施設の更新費用や維持管理費用等が増大するた
め、下水道事業の赤字額が、令和 8年度の 1.5 億円から令和 17年度には約 2.0 億円へと拡大する見込みです。
経費回収率の著しい低下　上記に伴い、令和 17年度の経費回収率が 42.02％（令和８年度は 59.70%）まで
低下する見込みです。

基本理念 町民への安全・安心な下水道サービスを
将来にわたって、安定的・効率的に提供する

基本方針
安全 安全・安心な生活基盤の確保
環境 水質保全と生活環境の向上
持続 持続可能な事業運営の実現

 

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

当期純利益（左軸） 21,869 6,041 5,351 4,709 4,945 3,960 4,663 4,150 4,213 4,126

当期純利益（右軸） 
（基準外を除く） 

△ 150,309 △ 158,299 △ 172,703 △ 167,247 △ 175,537 △ 177,078 △ 182,223 △ 200,003 △ 189,675 △ 199,261 

基準外繰入金（右軸） 172,178 164,340 178,054 171,956 180,482 181,038 186,886 204,153 193,888 203,387
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実質赤字額が増大1.5億円
赤字

2.0億円
赤字

　現在の料金水準を維持した場合、上下水道会計を合わせた赤字額は令和 17年度には約５億２千万円を超え
る見込みです。持続可能な上下水道事業の実現を図るため、経費の削減を進めるとともに、水道料金・下水道
使用料の見直しを含めた抜本的な経営基盤の強化が必要な状況です。

■問合せ　建設整備課　☎ 0778−47−8003
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南越前町上下水道事業経営戦略について
［水道事業］
1　経営の基本理念
　水道事業経営戦略では、「未来へ引き継ぐ水道」を基本理念
とし、【安全】【強靭】【持続】の３つの基本方針を掲げ、それ
ぞれの観点から事業目標を設定しています。

2　経営指標による評価・分析

極めて低い料金回収率
令和 6年度の料金回収率※は 47.66％にとどまり、類似団体平均（約 81％台）を大きく下回っています。
高い給水コスト
水道水 1㎥を作るための費用が 375.07 円と、類似団体平均（240.31 円）に比べて大幅に高い状況です。
今後の見通し
人口減少による給水収益の減少に加え、施設の維持管理費の増加や、老朽化に伴う今後の更新・改修費
用のさらなる増加が見込まれます。

　　※料金回収率：水道水を作るためにかかった費用を水道料金でどれくらい賄えているかを表す割合

3　将来の事業環境と財政分析
人口減少と収入減　令和 8年度から令和 17年度にかけて、給水人口が 8,920 人から 7,383 人へ減少するこ
とが予測され、料金収入が 1.8 億円から 1.4 億円へ低下する見込みです。
維持管理費の増大と赤字拡大　物価・人件費の高騰に伴い老朽施設の更新費用や維持管理費用等が増大するた
め、水道事業の赤字額が、令和 8年度の 1.4 億円から、令和 17年度には約 3.2 億円へと 2倍以上に拡大する
見込みです。
料金回収率の著しい低下　上記に伴い、令和 17年度の料金回収率は 29.13%（令和 8年度は 49.73%）まで
低下する見込みです。

基本理念 未来へ引き継ぐ水道

基本方針

安全 いつでも美味しい水道

強靭
災害に強い水道

迅速な復旧活動による供給
持続 持続可能な水道事業の運営

 

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

当期純利益（左軸） 2,604 2,622 1,906 1,953 1,885 2,036 2,099 2,428 2,409 2,024

当期純利益(右軸) 
(基準外を除く) 

△ 143,253 △ 183,904 △ 207,849 △ 219,823 △ 243,931 △ 256,991 △ 271,893 △ 287,026 △ 303,015 △ 320,711 

基準外繰入金(右軸) 153,430 195,375 220,212 232,544 257,898 271,322 286,791 302,788 319,261 337,340
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10年後には

実質赤字額が増大1.4億円
赤字

3.2億円
赤字

　経営戦略についてのより詳細な資料は、ホームページに掲載していますのでご確認ください。

町ホームページ


